
 
 
 

区⺠協働による住⺠⾃治の創造 
 
 
●５年後（平成35年度末）の目標 

地域に根差した区民の自発的な活動が、区内の至るところで活発に

行われるよう、協働の取組を推進 

 

●現状・課題 

公共サービスは⾏政が提供することが当然であり、住⺠はそのサービスを享受するだけとい
う時代が⻑く続きました。しかし、地域社会のあり様や住⺠意識の変化とともに、地域の現
場が抱える課題は多様化・複雑化しており、様々なニーズが生まれています。新たなニーズ
は、⾏政だけで対応できるものではありません。区と区⺠や団体などが適切な役割分担の
下で協働することが重要です。 

そうしたなか、地域の現場では、町会・自治会をはじめNPO・ボランティア団体などが地域
の課題を我が事として考え、自発的に活動する動きが広がりつつあります。 

町会・自治会は、区内最⼤の住⺠組織であり、その活動は有事の際に⼤きな⼒を発揮
するなど地域に不可⽋なものです。しかし、会員の減少や⾼齢化が進んでおり、組織の活
性化に向けた取組が求められています。 

ＮＰＯ・ボランティア団体は、地域の担い手の一つとしての期待が⾼まっています。加えて、
街のみどりを増やしたい、環境にやさしい生活を広めたいなど、地域活動に参加したいと思い
ながら、そのきっかけを探している区⺠が数多くいます。 

練⾺区を育てていく主役は区⺠の皆さんです。区⺠や団体と区が課題解決に向けてとも
に知恵を絞ることが必要です。自由な発想から生まれた協働のアイデアを育む仕組みを充
実し、「参加から協働へ」さらなる深化を図り、練⾺ならではの住⺠自治を創造していきます。 

 
●５か年（平成31～35年度）の取組 

１ 町会・⾃治会の活性化 
防災や一⼈暮らし⾼齢者の⾒守りなど、様々な地域活動を⾏っている町会・自治会

組織の基盤強化を促進します。 
転入者へのパンフレット配布や地区祭での呼びかけなど、様々な機会を捉えて加入促
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進活動を実施します。組織の活性化に向け、「活動のヒント集」を紹介するとともに、具
体的な取組について議論を促します。また、地域団体の活動・情報交換の場である「相
談情報ひろば」を増設します。 

 
２ 区⺠や団体の皆様と区が⼀体となって課題を解決 

区はこれまで、練⾺の未来を語る会、ねりまちレポーターなどを実施し、協働の取組や
区政への反映につなげてきました。今後、更なる取組を進め、「参加から協働へ」と深化さ
せていきます。 
⑴ 協働の取組の活性化 

・ ⺠間カフェと協働し、⼦どもが学び・遊ぶ機会や、保護者が交流したりリラックスでき
る環境を提供するため、「（仮称）練⾺こどもcafé」を創設します。 

・ 自宅近くで自ら介護予防を実践したいとの⾼齢者の声にお応えするため、区⺠にと
って身近なコンビニや薬局と連携した新しいスタイルの「街かどケアカフェ」を実施します。 

・ 地域の災害リスクや防災情報をまとめた「地域別防災マップ」を、地域住⺠と協働 
で作成します。マップを活⽤した訓練を⾏い、地域防災⼒を強化します。 

・ 区⺠による公園の管理運営を進め、地域のニーズに応じた利活⽤を促進します。
個⼈の庭の手入れや落ち葉清掃など、個⼈のみどりを地域で守り育てる取組を推進
します。こうした取組により、区⺠と区がともにみどりを⽀え、より豊かなみどりを生み出
す、区⺠協働の流れ「みどりのムーブメント」の輪を広げていきます。 

・ パワーアップカレッジねりまは、地域福祉、防災、農、みどり、エコスタイルの５分野に
拡⼤し、リニューアルします。卒業生が、各分野で活躍できるよう、町会・自治会をは
じめ、⼈材を求める団体とのマッチングを⾏います。 

⑵ 地域おこしプロジェクトの充実 
区⺠の自由な発想から生まれたアイデアの具現化を⽀援する「地域おこしプロジェク

ト」は、実施団体を増やします。活動の発展段階に応じて助成額が増える仕組みや専
門家による経営相談など、⽀援内容を充実します。プロジェクトには区職員も参加し、
一緒に取り組みます。 

 
 
 
 
 

 

地域おこしプロジェクト みどりを守る活動 


